

	月
	教材名
	配当時数

領域・事項
	◆学習目標

主な学習活動
	評価規準
	学習指導要領

との関連

（１）指導事項

（２）言語活動例

	四月
	声に出して読もう

はしる電車の中で
	1時間
読む
	◆詩を読んで場面の様子をイメージし，自分の感じたことが表れるように工夫して音読する。

1 詩を読んで，場面の様子についてイメージしたことを発表し合う。

2 自分の感じたことが聞き手に伝わるように，読み方を工夫しながら音読する。
	【関】詩が表現している情景を想像しながら読もうとしている。

【読】自分が感じたことが聞き手に伝わるように工夫して音読している。

【言】詩のリズムや言葉の使い方について関心をもっている。
	(1) Cア
伝国イ(カ)



	
	お話を聞こう

クマよ
	1時間
読む
	◆自分が読んだことのある本と比べながら，本の読み聞かせを聞いて，感想を交流する。

1 「クマよ」の範読を耳をすませて聞く。

2 自分の知っている物語と似ているところ，違っているところにふれながら感想を交流する。
	【関】様子を思い浮かべながら読み聞かせを聞こうとしている。

【読】読んだことのある本と比べ，その内容や表現方法についての共通点や相違点に気づいている。

【言】言葉の使い方の工夫に気づいている。
	(1) Cカ
伝国イ(カ)



	
	図書館へ行こう
	1時間
書く
	◆自分の読みたい本や好きな本を図書館で探して，その本の情報を集める。

1 読みたい本や好きな本を図書館で探す。

2 自分が探して選んだ本の題名や作者名，ジャンル，簡単な内容などを書いて発表し合う。
	【関】自分が読みたい本や好きな本を図書館で探して，その本の情報を集めようとしている。

【書】図書館で探した本について，自分に必要な情報を整理して書いている。

【言】探した本の題名や内容について，言葉の使い方に関心をもっている。
	(1) Bア
伝国イ(カ)



	
	新しい漢字を学ぼう①
	1時間
伝国
	◆五年生に配当されている漢字の読み方や使い方を知って，文や文章の中で使う。

1 上の文や文章の中で使われている漢字の読み方を，下の表で確かめて正しく読む。

2 画数や筆順， 音訓を確かめながら，二十字の学習漢字を書く。
	【関】新しく学ぶ漢字に興味をもって，読んだり書いたりしようとしている。

【言】読み方と使い方に注意して，漢字を読んだり，書いたりしている。
	(1) 伝国ウ(ア)



	
	カニモトくん
	6時間
読む
	◆登場人物の様子や性格を比較して関係を読み取り，叙述の優れているところを味わいながら豊かに想像して読む。

1 物語の世界をとらえながら読んで，おもしろいと思ったところや心に残ったところを発表し合う。

2 カニモトくんと「ぼく」の様子を比べ，話し合う。

3 「波の破片」を絶対に見せると言ったカニモトくんの心情について話し合う。

4 この物語の世界のルールをとらえて，カニモトくんが転校していった日の「ぼく」の日記を書いて，交流する。
5 作品の中から気に入った場面を選んで書き写し，その理由や想像したことを発表する。
	【関】物語のおもしろさや心に残る表現に注意しながら読もうとしている。

【読】海の底の生き物が登場人物になった物語を，豊かに想像しながら味わっている。

【読】カニモトくんと「ぼく」の関係を読み取りながら，物語の構成や叙述の優れたところに気づいている。

【書】「ぼく」の日記を書いて発表し合い，表現の仕方に着目して助言し合う。
【言】比喩などの表現の工夫や言葉の使い方について関心をもって読んでいる。
	(1) Cイ
Cエ
Bカ

伝国イ(カ)
伝国イ(ケ)



	五月
	かなづかいのきまり
	1時間
伝国
	◆身のまわりの言葉を，かなづかいの基本的なきまりにそって書き表す。

1 言葉を声に出して読み，「こんにちは」のように発音と違う書き表し方をする場合があることを理解する。

2 「のばす音」，「ジ」「ズ」と発音する言葉の表記のきまりを理解し，実際に声に出して読んだり，全てひらがなで書いたりする。
	【関】身のまわりの言葉を，かなづかいの基本的なきまりにそって書き表そうとしている。

【言】与えられた言葉を，かなづかいの基本的なきまりにそって，おおむね書き表している。
	(1) 伝国イ(ア)
伝国イ(ウ)



	
	おすすめします，この一さつ
	6時間
話す・聞く
	◆自分の薦めたい本について,推薦の意図が明確に伝わるように話の構成を工夫しながら，発表する場に応じて話す。

1 自分の今まで読んだ本の中から，友達に推薦したい本を選ぶ。

2 聞いている人が読みたくなるような推薦の仕方を考える。

3 二人一組でスピーチを練習する。

4 スピーチをする。

5 話の組み立て方や資料の示し方でよかったことなどを交流の中で振り返る。
	【関】友達に推薦したい本を選び，おもしろかったところや感動したところが伝わるようにスピーチしようとしている。

【話】話す内容を整理し，話の組み立て方や，資料の示し方を工夫している。

【言】話し言葉と書き言葉の違いに注意して話している。
	(1) Aイ
伝国イ(ア)

(2) Aウ



	
	新しい漢字を学ぼう②
	1時間
伝国
	◆五年生に配当されている漢字の読み方や使い方を知って，文や文章の中で使う。

1 上の文や文章の中で使われている漢字の読み方を，下の表で確かめて正しく読む。

2 画数や筆順， 音訓を確かめながら，二十字の学習漢字を書く。
	【関】新しく学ぶ漢字に興味をもって，読んだり書いたりしようとしている。

【言】読み方と使い方に注意して，漢字を読んだり，書いたりしている。
	(1) 伝国ウ(ア)



	
	「十秒」が命を守る
	6時間
読む
	◆説明文の文章と図を関連づけながら読むなど，効果的な読み方を工夫し，文章の内容を的確におさえて要旨をとらえる。

1 災害対策について，知っていることや体験したことを発表し合い，「『十秒』が命を守る」の文章を読む目的をもつ。

2 命を守る「十秒」について，その仕組みを文章と図を関連づけながら的確におさえ，内容を読み取る。

3 「『十秒』が命を守る」とはどういうことか，筆者の述べていることを要約して，考えたことを話し合う。

4 教材文を読んでもっと知りたくなったことについて，図書館やインターネットを利用して調べる。
	【関】「『十秒』が命を守る」とはどういうことか，自分の考えをもって読もうとしている。

【読】図と文章を比べながら読み，内容を正確に読み取っている。

【読】要約したり，要旨をまとめたりしながら，筆者の主張をとらえている。

【書】文章から読み取ったことと自分の生活とを関連づけて，調べることを決める。

【言】地震の起き方や伝わり方を示す語句どうしの関係を理解している。
	(1) Cイ
Cウ

Bア
伝国イ(オ)
伝国イ(カ)

(2) Cイ



	六月
	インターネットを使って調べよう
	2時間
書く
	◆目的や意図に応じて書く事柄を収集し，全体を見通して整理する。

1 インターネットで調べる際に気をつけることを知る。

2 地域のことについてインターネットで調べてわかったことを，自分にとって必要な情報や正確な情報であるかを吟味してまとめる。
	【関】インターネットを使って情報を調べ，その内容を読み比べたり，整理したりしようとしている。

【書】目的に応じて，インターネットで調べた情報を整理してまとめている。

【言】インターネットで調べた情報について，言葉の使い方の適否や特徴などについて関心をもっている。
	(1) Bア
伝国イ(カ)



	
	国語辞典で受けつぐ言葉の文化
	1時間
伝国
	◆慣用句やことわざの意味や使い方を国語辞典で調べることを通して，長い間受けつがれてきた言葉の文化への理解を深める。

1 調べた慣用句やことわざの意味や使い方を国語辞典で確認する。

2 身のまわりにある意味がわかりにくい慣用句やことわざを国語辞典で調べる。
	【関】慣用句やことわざについて知るために，国語辞典を活用することの意義について考えている。

【言】国語辞典を活用して，慣用句やことわざに関する課題をおおむね解決している。
	(1) 伝国イ(イ)
伝国イ(エ)



	
	四年生で学んだ漢字①
	1時間
伝国
	◆四年生までに学習した漢字を文や文章の中で使い，書き慣れる。

1 教科書の絵を参考にして正しい漢字の読み方とその意味を確認する。

2 提示された言葉の意味や関連を考えながら，漢字を正しく書いて，文を作る。
	【関】絵に出てくる言葉や漢字を見て，文やお話を考えている。

【言】提示された漢字の読み方と書き方に注意し，その漢字を文の中で正しく書いている。
	(1) 伝国ウ(ア)



	
	新しい漢字を学ぼう③
	1時間
伝国
	◆五年生に配当されている漢字の読み方や使い方を知って，文や文章の中で使う。

1 上の文や文章の中で使われている漢字の読み方を，下の表で確かめて正しく読む。

2 画数や筆順， 音訓を確かめながら，二十字の学習漢字を書く。
	【関】新しく学ぶ漢字に興味をもって，読んだり書いたりしようとしている。

【言】読み方と使い方に注意して，漢字を読んだり，書いたりしている。
	(1) 伝国ウ(ア)



	
	狂言　しびり
	4時間
話す・聞く
	◆狂言「しびり」のおもしろさや楽しさが伝わるように工夫して音読し，演じる。

1 「しびり」で表現されている言葉の意味を理解し，場面の様子を思い浮かべ，せりふのやりとりを楽しみながら声に出して音読する。

2 「しびり」の音読発表会を開いて，感想や意見を交流する。
	【関】狂言「しびり」に関心をもち，二人の対話を楽しく声に出して読もうとしている。

【話】狂言のおもしろさを聞き手にわかってもらうために，話し方を工夫している。

【言】古典芸能である狂言「しびり」の言葉遣いの特徴や現代の話し言葉との違いに気づいて，登場人物の言動のおもしろさを聞き手に伝えるように，音読している。
	(1) Aイ
伝国ア(ア)
伝国ア(イ)
伝国イ(ア)
伝国イ(イ)



	
	人との関わりの中で
	6時間
書く
	◆身近な人との関わりの中で，友達に伝えたい心に残ったできごとを思い出して整理し，表現を工夫してまとめる。

1 身近な人との関わりを振り返り，友達に伝えたい心に残ったできごとを選ぶ。

2 選んだできごとについて詳しく思い出し，イメージマップを作って書く事柄を集め，整理する。

3 題名や書き出し，文末など，表現の仕方を工夫して書く。

4 書いた文章を読み，伝えたいできごとや気持ちが表現されているか推敲する。

5 書いた文章を友達と読み合い，感じたことや感想を交流する。
	【関】身近な人との関わりの中から心に残ったできごとや感想をまとめ，自分の感じたことを友達に伝えようとしている。

【書】心に残ったできごとを友達に伝えようという目的をもち，自分が選んだできごとについて，思い出したことを整理して，文章をまとめている。

【書】伝えたい事柄を明確に表現する方法を考えて,工夫して書いている。

【言】文章の構成や仮名遣いなど，書き方に注意して文章を書いている。
	(1) Bア
Bオ
伝国イ(ア)
伝国イ(ウ)
伝国イ(カ)
伝国イ(キ)



	
	言葉の構成
	1時間
伝国
	◆合成語や略語のできる仕組みを個々の具体的な言葉に即して理解する。

1 教科書に提示された語句構成や変化を，意味との関わりを大切にしながら理解し，語句を使用する。
	【関】新しい合成語や略語を積極的に見つけようとしている。

【言】合成語を組み合わされている言葉に分解したり，略語のもとの言葉を指摘したりしている。
	(1) 伝国イ(エ)



	七月
	新しい漢字を学ぼう④
	1時間
伝国
	◆五年生に配当されている漢字の読み方や使い方を知って，文や文章の中で使う。

1 上の文や文章の中で使われている漢字の読み方を，下の表で確かめて正しく読む。

2 画数や筆順， 音訓を確かめながら，十四字の学習漢字を書く。
	【関】新しく学ぶ漢字に興味をもって，読んだり書いたりしようとしている。

【言】読み方と使い方に注意して，漢字を読んだり，書いたりしている。
	(1) 伝国ウ(ア)



	
	競走
	6時間
読む
	◆人物の心情，場面についての生き生きとした描写をとらえ，聞いている人によく伝わるように，工夫して音読する。

1 登場人物の様子について，おもしろいと思ったところや心に残ったところを発表し合う。

2 としちゃんの走っている様子や船上の仲間の様子がよくわかるように工夫して音読する。

3 最後にみんながいっせいにしゃべった内容を，叙述に基づいて想像しながら書く。
	【関】心に残ったことについて，その思いが伝わるように音読しようとしている。

【読】登場人物の様子や場面の様子が，聞いている人によくわかるように工夫して，音読している。

【読】登場人物の様子を生き生きと読み手に伝える優れた叙述に着目して読み，自分の考えをまとめている。

【書】叙述をもとに会話文を創作し，登場人物の役割や立場に応じた表現の工夫について助言し合っている。

【言】比喩や描写の表現の工夫に気をつけて読んでいる。
	(1) Cア
Cエ
Bカ
伝国イ(カ)
伝国イ(ケ)



	
	このあと，どうなる？
	4時間
書く
	◆物語の続きを想像し，ふさわしい結末を考えて文章に書き，発表し合って気づいたことや感想を交流する。

1 教科書に提示された物語を読み，物語の結末にふさわしい展開を自分で考える。

2 教科書に提示された内容を受けて，物語の結末にふさわしい内容になるように考えたことを文章にまとめる。

3 自分が書いた結末の文章を友達と交流して，表現の仕方や結末の内容について助言し合う。

4 書き上げた物語とは違う展開になるように，視点を変えてもう一つの物語を書く。
	【関】教科書に提示された話の内容をもとに，物語の結末を考え，おもしろくなるようにまとめようとしている。

【書】教科書に提示された内容を受けて，物語の結末にふさわしい内容になるように考えたことを文章にまとめている。

【書】友達と交流して，さらにおもしろい結末になるように，自分の考えを書き加えたり，表現を修正したりしている。

【言】文章の書き方にはいろいろな構成があることについて理解している。
	(1) Bイ
Bカ
伝国イ(キ)

(2) Bア



	
	あまんさんの部屋

友だち
	1時間
読む
	◆紹介された本を読み，読書の楽しさを味わう。

1 教材文を読み，筆者が出会った本をどうとらえているかを知る。

2 紹介されている本の中から気に入った本を選んだり，関連して読んでみたい本を探し，友達と紹介し合ったり，感想を交流したりする。
	【関】紹介されている本に興味をもち，読みたい本を探そうとしている。

【読】紹介されている本を読み比べたり，関連して読んでみたい本を探したりしている。

【言】筆者の語り方や言葉遣いについて考えを深めている。
	(1) Cカ
伝国イ(カ)



	九月
	雪・土
	2時間
読む
	◆優れた叙述に注意しながら情景を想像し，リズムを楽しみながら声に出して読む。

1 「雪」「土」を読んで，感想や思い浮かんだ情景を発表し合う。

2 それぞれの詩について，出てくる人物や様子，作者の思い，題のつけ方について気がついたことを発表し合う。

3 二つの詩の情景を想像しながら，それぞれにふさわしい音読を工夫する。
	【関】言葉のリズムを楽しみながら声に出して詩を読んでいる。

【読】二つの情景を想像しながら読み，それぞれの叙述の優れたところを見つけている。

【言】文語調の語感や言葉のリズムに気をつけて音読している。

【言】反復や比喩，省略の仕方など言葉の使い方について関心をもって読んでいる。
	(1) Cエ
伝国ア(ア)
伝国イ(カ)
伝国イ(ケ)



	
	四年生で学んだ漢字②
	1時間
伝国
	◆四年生までに学習した漢字を文や文章の中で使い，書き慣れる。

1 教科書の絵を参考にして正しい漢字の読み方とその意味を確認する。

2 提示された言葉の意味や関連を考えながら，漢字を正しく書いて，文を作る。
	【関】絵に出てくる言葉や漢字を見て，文やお話を考えている。

【言】提示された漢字の読み方と書き方に注意し，その漢字を文の中で正しく書いている。
	(1) 伝国ウ(ア)



	
	新しい漢字を学ぼう⑤
	1時間
伝国
	◆五年生に配当されている漢字の読み方や使い方を知って，文や文章の中で使う。

1 上の文や文章の中で使われている漢字の読み方を，下の表で確かめて正しく読む。

2 画数や筆順， 音訓を確かめながら，二十字の学習漢字を書く。
	【関】新しく学ぶ漢字に興味をもって，読んだり書いたりしようとしている。

【言】読み方と使い方に注意して，漢字を読んだり，書いたりしている。
	(1) 伝国ウ(ア)



	
	メディアについて考える
	6時間
話す・聞く
	◆さまざまなメディアについて調べ，その特徴や役割，自分たちの意見や感想等,資料を効果的に活用して報告し合い，よりよい報告，説明のあり方について考える。

1 自分が報告したいメディアを選び，そのメディアの特徴を調査する。

2 自分が選んだメディアの特徴をはっきり伝えるためには，どのような資料を用意し，報告をどのように組み立てればよいか考える。

3 それぞれが調べたメディアの特徴についての報告会を開く。

4 それぞれのメディアの特徴をわかりやすく伝えたり，自分の調べた内容と比べて聞いたりすることができたか振り返る。
	【関】メディアについて興味・関心をもち，その特徴を調べて発表したり，自分の調べた内容と比較したりしながら友達の報告を聞こうとしている。

【話】自分が調べた内容や意見・感想が友達にわかりやすく伝わるように，話の組み立てや資料の示し方を工夫して話している。

【言】伝えたい内容に応じた話の構成の仕方について理解している。
	(1) Aア
伝国イ(キ)

(2) Aア



	
	本の分類を知ろう
	2時間
書く
	◆学校の図書館などの本の配置の仕方を知り，それを利用して本を探す。

1 本の分類のされ方について知り，学校図書館等で本の配置を確認する。

2 日本十進分類の仕組みを知り，公共図書館で実際に本を探して確認する。
	【関】学校の図書館などの本の配置の仕方を知り，それを利用して本を探そうとしている。

【書】目的に応じて，学校図書館や公共図書館で資料を集めている。

【言】上位語・下位語などの語句どうしの関係について理解している。
	(1) Bア
伝国イ(オ)



	
	文の種類
	1時間
伝国
	◆単文・重文・複文の違いを，主語と述語の関係をつかみながら理解する。

1 教科書に提示された文や文章から，それぞれ主語と述語を見つけ，主語と述語の関係からそれぞれの文の構造を理解する。
	【関】複文の中の主語・述語の関係をとらえ，説明しようとしている。

【言】与えられた文を，単文・重文・複文に分類している。
	(1) 伝国イ(キ)



	十月
	新しい漢字を学ぼう⑥
	1時間
伝国
	◆五年生に配当されている漢字の読み方や使い方を知って，文や文章の中で使う。

1 上の文や文章の中で使われている漢字の読み方を，下の表で確かめて正しく読む。

2 画数や筆順， 音訓を確かめながら，十九字の学習漢字を書く。
	【関】新しく学ぶ漢字に興味をもって，読んだり書いたりしようとしている。

【言】読み方と使い方に注意して，漢字を読んだり，書いたりしている。
	(1) 伝国ウ(ア)



	
	洪庵のたいまつ
	6時間
読む
	◆登場人物の行動や生き方に着目して読み，人間の行動や生き方について，自分の考えを深める。

1 「洪庵のたいまつ」を読んで，いちばん心がひかれたところを発表し合う。

2 洪庵の行動や考え方を時代ごとに分けてまとめる。

3 洪庵の生き方についての自分の考えを発表し合う。
4 どうして作者が「洪庵のたいまつ」という題名をつけたか話し合う。
	【関】登場人物の行動や生き方について，自分の考えをもちながら読もうとしている。

【読】登場人物の考え方や生き方をとらえて，その人物像をまとめたり，その人物の生き方について自分なりの考えをまとめたりしている。

【書】伝記に描かれたことと自分の考えとを区別して書いている。

【言】文章の構成の仕方や言葉の使い方に注意して読んでいる。
	(1) Cオ
Bウ
伝国イ(オ)
伝国イ(カ)
伝国イ(キ)

(2) Cア



	
	グループ新聞
	6時間
書く
	◆グループで，目的に合わせて記事に必要な取材をし，紙面の構成を工夫して新聞を作る。

1 グループで話し合い，取材する内容を決める。

2 記事の割り付けを工夫して決める。

3 取材をして，割り付けに合わせて記事を書く。

4 合評会を行い，割り付けの工夫や記事の書き方などを意見交換する。
	【関】新聞を作る目的に向かって，話し合いや取材を積極的に行っている。

【書】記事を書くために目的に合わせて必要な取材をし，伝えたいことを明確に書いている。

【言】伝えたい内容が明確になるような構成の仕方について理解している。
	(1) Bア
伝国イ(キ)

(2) Bウ



	十一月
	漢字辞典で受けつぐ言葉の文化
	1時間
伝国
	◆漢字辞典を利用して文字や語句を調べる方法を理解し，調べる習慣をつける。

1 故事成語を漢字辞典で調べ，その言葉の意味や由来を知る。

2 身のまわりにある意味や由来がわかりにくい故事成語を漢字辞典で調べる。
	【関】故事成語について知るために，漢字辞典を活用することの意義について考えている。

【言】漢字辞典を活用して，故事成語に関する与えられた課題を解決している。
	(1) 伝国ア(イ)
伝国イ(エ)



	
	四年生で学んだ漢字③
	1時間
伝国
	◆四年生までに学習した漢字を文や文章の中で使い，書き慣れる。

1 教科書の絵を参考にして正しい漢字の読み方とその意味を確認する。

2 提示された言葉の意味や関連を考えながら，漢字を正しく書いて，文を作る。
	【関】絵に出てくる言葉や漢字を見て，文やお話を考えている。

【言】提示された漢字の読み方と書き方に注意し，その漢字を文の中で正しく書いている。
	(1) 伝国ウ(ア)



	
	新しい漢字を学ぼう⑦
	1時間
伝国
	◆五年生に配当されている漢字の読み方や使い方を知って，文や文章の中で使う。

1 上の文や文章の中で使われている漢字の読み方を，下の表で確かめて正しく読む。

2 画数や筆順， 音訓を確かめながら，十九字の学習漢字を書く。
	【関】新しく学ぶ漢字に興味をもって，読んだり書いたりしようとしている。

【言】読み方と使い方に注意して，漢字を読んだり，書いたりしている。
	(1) 伝国ウ(ア)



	
	動物の「言葉」　人間の「言葉」
	6時間
読む
	◆動物と人間の言葉の対比を通して，事実と筆者の感想や意見との関係をおさえ，文章全体の構成をとらえる。

1 文章を読み，初めて知ったことを発表し合い，学習課題をつかむ。

2 ミツバチやカラスの「言葉」はどのようなものだと書かれているかを読み取る。

3 アリやミツバチの「言葉」と人間の「言葉」との違いや人間の「言葉」の特色について，筆者の述べていることを読み取る。

4 筆者が事実として述べているところと，感想や意見を述べているところとを区別しながら全体の構成を整理する。

5 筆者が最も伝えたかったことはどんなことかをまとめ，それについての自分の意見を発表する。
	【関】「言葉」について関心をもち，筆者の意見や主張をとらえようとしている。

【読】文章の構成に注意して，「言葉」について筆者が述べている事実と感想・意見をとらえ，自分はどう考えるか意識しながら読んでいる。

【書】対比的な事例を挙げ，「言葉」について自分の考えを書いている。
【言】具体例の示し方や文末の表現の工夫などについて理解している。
	(1) Cウ
Bイ
伝国イ(オ)
伝国イ(キ)

(2) Cイ



	
	情報を分類して整理しよう
	2時間
書く
	◆整理の仕組みを理解し，目的に合わせて事柄を整理する。

1 図書館における日本十進分類の仕組みを理解する。

2 カードを用いて実際に分類する。

3 実際に分類した結果を図に表し，複雑な内容を図に表して整理していく。
	【関】整理の仕組みを理解し，目的に合わせて事柄を整理しようとしている。

【書】事柄の全体を見通して，分類し整理している。

【言】上位語・下位語の関係について理解を深めている。
	(1) Bア
伝国イ(オ)



	
	敬語
	1時間
伝国
	◆相手と自分との関係を意識し，適切な言葉が使えるように，尊敬語や謙譲語，丁寧語のはたらきや使い方を理解する。

1 教科書に提示された文を読んで，敬語のはたらきや使われる場面を理解する。

2 敬語には，尊敬語・謙譲語・丁寧語があることを理解する。

3 敬語を使った文を作る。
	【関】敬語のはたらきや意義について考えている。

【言】敬語が使われる場面や敬語の分類について，だいたいを理解している。
	(1) 伝国イ(ク)



	
	新しい漢字を学ぼう⑧
	1時間
伝国
	◆五年生に配当されている漢字の読み方や使い方を知って，文や文章の中で使う。

1 上の文や文章の中で使われている漢字の読み方を，下の表で確かめて正しく読む。

2 画数や筆順， 音訓を確かめながら，十八字の学習漢字を書く。
	【関】新しく学ぶ漢字に興味をもって，読んだり書いたりしようとしている。

【言】読み方と使い方に注意して，漢字を読んだり，書いたりしている。
	(1) 伝国ウ(ア)



	十二月
	見学レポート
	8時間
書く
	◆事実と感想，意見を区別し，伝えたい内容に応じて効果的な組み立てを工夫して書く。

1 見たいことや聞きたいことをはっきりとさせるなど，見学の計画を立てる。

2 計画をもとに見学したことを，メモに記録する。

3 レポートの組み立てを考える。

4 レポートを書く。

5 書いたレポートを読み合い，感想や意見を交流する。
	【関】組み立てを意識して見学したことを伝えようとしている。

【書】事実と感想を区別して，レポートを書いている。

【書】資料を引用したり，図やグラフを利用したりして，自分の考えが伝わるように書いている。

【言】構成を考えて書いている。
	(1) Bウ
Bエ
伝国イ(キ)

(2) Bイ



	
	写真と絵，どちらを選ぶ？
	3時間
話す・聞く
	◆写真や絵の有効性について,話し手の考えと比べながら聞き，自分の考えをまとめる。

1 写真と絵の両方を比べて，どんなときにどちらを選択するか話し合う。

2 教材の写真をもとに，実際に説明する。
	【関】写真と絵のそれぞれの違いを考えている。

【話】写真や絵のそれぞれの目的に応じた効果的な使い方を発表している。

【言】相手に伝わりやすい言葉遣いで自分の考えを話している。
	(1) Aエ
伝国イ(ア)



	一月
	声に出して読もう――外国の詩
	1時間
伝国
	◆文語調の詩の内容の大体を理解して音読する。

1 表現されている言葉の意味を理解しながら，詩の情景を思い浮かべ，言葉のリズムを楽しみながら音読する。
	【関】言葉のリズムをつかんで，声に出して詩を読もうとしている。

【言】文語調の詩を，リズムが感じられるように音読している。
	(1) 伝国ア(ア)



	
	四年生で学んだ漢字④
	1時間
伝国
	◆四年生までに学習した漢字を文や文章の中で使い，書き慣れる。

1 教科書の絵を参考にして正しい漢字の読み方とその意味を確認する。

2 提示された言葉の意味や関連を考えながら，漢字を正しく書いて，文を作る。
	【関】絵に出てくる言葉や漢字を見て，文やお話を考えている。

【言】提示された漢字の読み方と書き方に注意し，その漢字を文の中で正しく書いている。
	(1) 伝国ウ(ア)



	
	新しい漢字を学ぼう⑨
	1時間
伝国
	◆五年生に配当されている漢字の読み方や使い方を知って，文や文章の中で使う。

1 上の文や文章の中で使われている漢字の読み方を，下の表で確かめて正しく読む。

2 画数や筆順， 音訓を確かめながら，二十字の学習漢字を書く。
	【関】新しく学ぶ漢字に興味をもって，読んだり書いたりしようとしている。

【言】読み方と書き方に注意して，漢字を読んだり，書いたりしている。
	(1) 伝国ウ(ア)



	
	句会を楽しむ
	6時間
書く
	◆経験したこと，想像したことをもとに，俳句を作り，表現の効果を確かめたり，工夫したりする。

1 教科書に提示された俳句を読み，「取り合わせ」という俳句の作り方を知る。

2 自分が経験したことや想像したこと，季節感や風情などをもとに，自分の思いを俳句で表す。

3 グループのみんなが作った俳句の中から一句，クラスに紹介したい句を選ぶ。

4 各グループで選んだ俳句をクラスみんなで声に出して読み，それぞれの俳句のどんなところがよいか意見を出し合う。

5 自分が好きな俳句に投票し，最後にそれぞれの句の作者を発表する。
	【関】自分が経験したことや想像したこと，季節や風情など，思いを込めて俳句を作ろうとしている。

【書】「取り合わせ」の方法で俳句を作り，みんなの俳句の工夫やよさをとらえている。

【言】比喩や言葉の組み合わせ方などの表現の工夫に気をつけて俳句を作っている。
	(1) Bオ
伝国イ(カ)
伝国イ(ケ)

(2) Bア



	二月
	コウノトリが教えてくれた
	6時間
読む
	◆文章の内容を的確におさえるために，必要なところをまとめながら読み，書かれている事実や筆者の思いや考えについて自分の感想をもつ。

1 文章を読んで，心に残ったところ，考えを深めたいところについて発表し合い，読みのめあてをもつ。

2 内容を的確におさえて，コウノトリを野生に帰すまでの歩みを年表にまとめる。

3 住民たちのコウノトリに対する思いや考えについて，自分の意見をまとめ発表し合う。
	【関】コウノトリを野生に帰そうとした人々の努力，願いや思いに共感しながら読み進めようとしている。

【読】コウノトリを自然に帰すまでの人々の願いと努力を正確に読み取るために,必要なところを抜き書きしたり,短い文にまとめたりしながら読んでいる。
【読】文章を読んで，人々の考えやしたことについて，自分の意見をまとめ，発表している。

【書】自分の考えを述べるために，文章から必要な箇所を引用して書いている。

【言】文章の述べ方の順序などの構成の工夫について理解している。
	(1) Cウ
Cオ
Bエ
伝国イ(オ)
伝国イ(キ)

(2) Cイ



	
	動物とともに生きるために
	6時間
話す・聞く
	◆野生から姿を消していく動物たちに対して，私たちができることについて話し合う。

1 「コウノトリが教えてくれた」の学習をうけて，話し合うテーマを確認し，計画を立てる。

2 グループで話し合い，クラスに報告できるように意見を整理する。

3 各グループの報告を行い，クラス全体で話し合い，互いに考えを深める。

4 話し合いについて振り返る。
	【関】話し合いの方法を理解し，役割に応じて考えがまとまるように協力している。

【話】相手の意図を捉えながら聞き，自分の意見と比べ，考えをまとめている。

【話】自分の役割を意識して話し合いに参加している。

【言】場に応じた言葉遣いに注意して，話し合いをしている。
	(1) Aエ
Aオ
伝国イ(ア)

(2) Aイ



	
	言葉の由来
	1時間
伝国
	◆言葉の変化に関心をもち，日本語は，その由来によって和語・漢語・外来語に分かれることを理解する。

1 教科書に提示されている文や言葉を読み，和語・漢語・外来語の特質を理解すると同時に，それぞれを区別することができるようにする。

2 自分の身のまわりで使われている言葉を和語・漢語・外来語に分けたり，外来語についてどこの国の言葉から入ってきたのかを国語辞典を使って調べたりする。
	【関】言葉の由来について関心をもち，歴史を学ぶことの意義について考えている。

【言】日本語の語種の違いについておおむね理解している。


	(1) 伝国イ(イ)
伝国イ(エ)



	
	四年生で学んだ漢字⑤
	1時間
伝国
	◆四年生までに学習した漢字を文や文章の中で使い，書き慣れる。

1 教科書の絵を参考にして正しい漢字の読み方とその意味を確認する。

2 提示された言葉の意味や関連を考えながら，漢字を正しく書いて，文を作る。
	【関】絵に出てくる言葉や漢字を見て，文やお話を考えている。

【言】提示された漢字の読み方と書き方に注意し，その漢字を文の中で正しく書いている。
	(1) 伝国ウ(ア)



	
	新しい漢字を学ぼう⑩
	1時間
伝国
	◆五年生に配当されている漢字の読み方や使い方を知って，文や文章の中で使う。

1 上の文や文章の中で使われている漢字の読み方を，下の表で確かめて正しく読む。

2 画数や筆順， 音訓を確かめながら，十五字の学習漢字を書く。
	【関】新しく学ぶ漢字に興味をもって，読んだり書いたりしようとしている。

【言】読み方と使い方に注意して，漢字を読んだり，書いたりしている。
	(1) 伝国ウ(ア)



	
	さりさりと雪の降る日
	1時間
読む
	◆使われている言葉に着目して読み取ったことを伝え合い，自分の考えを深める。

1 詩の情景を想像しながら，音読をする。

2 作者が表現している言葉に着目しながら，自分が感じたことを発表し合う。
	【関】詩の表現のおもしろさに着目しながら，詩を読んでいる。

【読】情景を想像して，作者の表現について自分なりの感想や感じたことを発表している。

【言】比喩や擬態語など，表現の効果について考えを深めている。
	(1) Cオ
伝国イ(カ)
伝国イ(ケ)



	三月
	大造じいさんとガン
	6時間
読む
	◆登場人物の相互関係や心情，場面についての優れた描写をとらえ，味わう。

1 全文を読み，心に残ったところについて発表し合い，読みのめあてをもつ。

2 大造じいさんがガンをとるためにした工夫と結果を，場面ごとにまとめる。

3 残雪とハヤブサの戦いの記述で，気に入った表現や優れた表現だと思ったところをノートに視写する。

4 大造じいさんは残雪をどのような存在として考えてきたかを整理し，最後に，飛び去る残雪を晴れ晴れとした顔つきで見守っていたわけを話し合う。
	【関】物語を読み，感想を自分の言葉でまとめようとしている。

【読】登場人物の相互関係や心情をとらえて読み，優れた叙述について自分の考えをまとめている。

【書】物語の文章を引用して，作品の魅力を伝える文章を書いている。
【言】作者の言葉の使い方や表現の工夫を味わっている。


	(1) Cエ
Bエ
伝国イ(オ)
伝国イ(カ)
伝国イ(ケ)



	
	心を動かされた言葉
	5時間
書く
	◆自分の考えを明確に表現するため，文章全体の構成を考えて書き，書いたものを友達と読み合い交流し合う。

1 一年間を振り返って最も強く心に残っている言葉を選ぶ。

2 それぞれの言葉と出会った場面を思い出し，その言葉についての自分の思いをイメージマップに書き出す。

3 イメージマップをもとに，構成を考えて文章を書く。

4 文章を読み合い，感想を交流する。
	【関】最も強く心に残った言葉と出会った場面やその理由について，より詳しく書こうとしている。

【書】心が動かされた理由や，そのときの様子を文章全体の構成に生かして記述している。

【書】友達の書いた文章を読み，読んで気づいたことやその感想を付箋に書いている。

【言】自分や友達が感動した言葉の表現の特徴について,自分なりの考えをもっている。
	(1) Bイ
Bカ
伝国イ(カ)




評価規準             【関】…国語への関心・意欲・態度，【話】…話す・聞く能力，【書】…書く能力


【読】…読む能力，【言】…言語についての知識・理解・技能


学習指導要領との関連  Ａ…話すこと・聞くこと，Ｂ…書くこと，Ｃ…読むこと，


伝国…伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
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